
順位

Ｈ17

1.7

Ｈ18

1.5

Ｈ19
H18

8.1
21.5

1.8

18.1

1,133

20,91118,204

15,952 1.8

840

48.7
70.2

840

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

◆総合計画における位置付け等

ＣＯ２吸収源としての森林整備面積

平成21年8月3日記入

455

87.1
0

３　事業費                       　　　　　　 　 　　     （単位：千円）

368 436
市民一人あたりの
事業費（単位：円）

1.7

総事業費・人員
（単位：千円・人）

かながわ水源環境保全・再生実行５か年計画（H19～23)に
おける市有林及び私有林の整備計画面積(ha)により、市が
間伐、枝打ちなどの整備に着手する前の状態(H18：0ha)

年度

人件費

平成20年度（決算）

122,775

指標名

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

目標値の考え方（根拠）指標の基準値の定義

   「相模原市環境基本計画」に基づき、市民・事業者・行政が一体となって、良好な環境の保全と創造に向けた総合的な施策を推進してい
る。
   合併による市域の環境特性の変化や、地球温暖化対策などに対応する、新たな環境基本計画の策定を進めている。
   また、津久井地域の森林にはＣＯ２吸収源としての効果が期待されており、平成１９年度から導入された水源環境保全税を活用して市
独自の事業を展開することにより、水源環境の保全・再生を推進している。

第１章　人と自然にやさしい地域社会をつくります

第１節　地球環境の保全に向けた取り組み

総合的な環境施策の推進

環境経済局

環境対策課

１　施策の目的

佐久間和男課長名施　策　名

施策所管課

２　施策の概要

実績値
基準値

目標値

   平成１３年３月に策定した「相模原市環境基本計画」に掲げる総合的な施策の推進により、「環境共生都市  さがみはら」の実現を目指
す。

平成19年度（決算） 増減の主な理由

目標値

259,610 309,320

124,242

事業費

４　成果・活動指標

100100

実績値実績値 目標値 目標値

91 88

2.8

2.1

22,762

193,312

100指標１
（単位：人 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位：人 ）

14,881

840 1,391 840

10.0
13.4

250,24710.2

3.4指標３
（単位：ha ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：　）

9.9

18,435

総事業費・人員
（単位：千円・人）

こどもエコクラブ登録数

1

109 100

政策名（章）

基本施策名（節名）

基本目標

水源の保全上重要であり、ＣＯ２吸収源とし

ての効果が期待されている津久井地域の市
有林及び私有林の各年度整備計画面積の
累計とする。(H19～23の合計で93.5ha)

平成17年度における登録数(人)

21110

平成18年度における登録数(人)
※平成18年度から１学校１クラブでの登録を認めたため、
基準値の定義を変更した。

自然環境の調査により、市民が身近な自然
に目を向け自然環境に対する関心を高める
ための自然環境観察員の登録数を毎年度
100人以上とする。

地域での主体的な環境学習や実践活動を
行うこどもエコクラブの登録数を毎年度840
人以上とする。
(平成18年度の１クラブ当たり登録数16.8人
×毎年度の登録クラブ数50件＝840人)

自然環境観察員登録数

施策コード

評価担当局

指標４

指標３

指標２3

ゆとりある　みどり豊かな環境共生都市をめざして

2 指標１

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



   環境関連施策のより一層の推進に当たっては、特に、地球温暖化が大きな課題であり、行政と市民・事業
者・ＮＰＯなどさまざまな主体の連携と協働による対策が、より一層重要となっている。

解決策

   新たな環境基本計画と併せて、(仮称)地球温暖化対策実行計画を平成２１年度中に策定し、２２年度から、
市民・事業者・行政の連携と協働による総合的な取組をより一層進める。

効率性

最小の経費で最
大限の効果を得
られるよう、効率
的に事業を実施し
ている

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

A

評価基準・
着眼点

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）
○この施策の満足度は3.216で全119施策の中で55番目。
○重要度は3.953で51番目である。
○改善要望度は0.056で55番目である。

２次評価

10
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

A

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

課題

市民満足度

市民満足度調査
により市民ニーズ
を把握し、市民の
立場に立って事
業展開している

4　2　1

4　2　1

評価点

有効性

4　2　1

合計

１次評価

Ａ

各事業が果たす
施策に対する目
標の達成度合い
を把握し、効果の
高い事業を実施し
ている

4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

Ｈ20評価点

総合的な環境施策の推進

津久井

南部

西部

北部

70歳以上

60代

50代
40代

30代

20代

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇
地区別 Ｈ21△

施策 3.216 55位 3.953 51位
２０代 3.074 73位 4.026 47位
３０代 3.060 68位 3.646 79位
４０代 3.081 64位 3.944 49位
５０代 3.066 96位 3.986 48位
６０代 3.333 40位 4.102 43位
７０歳以上 3.448 35位 3.987 55位
北部 3.204 67位 3.888 66位
西部 3.355 34位 4.043 42位
南部 3.109 80位 4.007 46位
津久井 3.286 31位 3.787 70位

満足度 重要度



＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向
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